
ものづくり人材の育成に向けた取り組み１－3－

ものづくり人材の育成に向けた取り組み 1

技である。本稿を通じ，機械製図の訓練技法が同系
職種の方々に，少しでも参考になれば幸いである。

2．愛知障害者校の訓練指導法

愛知障害者校は，国立県営の障害者を就職に導く
ための職業能力開発施設である。愛知障害者校には
訓練科が5科あり，その一つであるCAD設計科は，
機械設計者・CADアシスタント職の就職を目標に
職業訓練を実施している。

CAD設計科の1年訓練（1400時間）の実習を述べ
る。表1に指導の訓練カリキュラムの概要を示す。
愛知障害者校ではCAD設計科との名前であるもの
の，8月まで「図面を描くことができる」を訓練目
標に，手書きによる製図作業を行う。その後9月か
ら2次元CADを指導する。CADは設計者のための支
援ソフトでありツールである。製図の知識ある設計
者ならば短期間で習得が可能になる。愛知障害者校
の訓練は手書きによる製図技能習得から始まり，2
次元CADによる設計製図，1月から3次元CADを学
ぶカリキュラム設定になっている。

8月までに，手書き製図訓練により「図面を描く
ことができる」技能を習得する。そしてその技能に
CAD操作技能があれば，入校後の短期間で十分に
若年者ものづくり競技大会に挑戦することができる
と考えた。
「図面を描くことができる」とはどのような技能

であろうか。図面を読む技能と描く技能とは異な
る。図面を描く技能を持たない者は，「第三角法の
投影法ができれば良い」とするであろう。しかし，

1．はじめに

現在，国内では，熟練技能者が技能を競い合う
「技能グランプリ」，23歳以下の青年技能者が競い合
う「技能五輪全国大会」，20歳以下の若者が競い合
う「若年者ものづくり競技大会」，そして障害者が
技能を競い合う場として「障害者技能競技大会」が
ある。

私は，愛知県の公共職業訓練で，健常者を対象と
する高等技術専門校，障害者を対象とする愛知障害
者職業能力開発校（以下，「愛知障害者校」という。）
に勤務してきた。技能競技大会について，高等技術
専門校は若年者ものづくり競技大会，障害者校は障
害者技能競技大会を目指すものと無意識に決めてい
た。若年者ものづくり競技大会は，全国の特別支援
学校や障害者の職業能力開発施設からの出場は過去
一度もない。しかし，ある日，日本障害者フォーラ
ム（JDF）の障害者差別解消法のパンフレット表紙
の「障害のある人もない人もチャンス・待遇は平
等」1）の言葉が私の目に留まった。障害のある者は
どちらの競技大会にも参加が可能ではないだろう
か，技能があれば，障害のある人もない人も公平に
評価がされるべきである。そして，愛知障害者校で
障害のある訓練生達と出会い，平成28年度から若年
者ものづくり競技大会への挑戦が始まった。本稿
は，障害のある訓練生の若年者ものづくり競技大会 
機械製図（CAD）職種への取り組みを報告する。

また，彼らが大会に参加する機械製図（CAD）
は，マニュアル化ができない極めて難しい技能の競
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単純形状であれば図学の知識が無くとも直感的に形
状を理解し読み取ることができるものである。第三
角法の説明後，実際に立体から三面図にする作業を
行う。そして，断面法，部分投影法，補助投影図，
相貫線の書き方等を学んでいく。これら図面の表現
方法を教えるここからが，製図を教える者として製
図の授業に入ったと思えるところである。製図には
多くの約束事，つまり製図通則がある。これらを，
一つ一つ事例を挙げ説明していく。そして立体から
2次元にする課題に対しても，ただ単純に三面図を
描くのではなく，訓練生に色々な投影法に基づく表
現方法を取り入れさせる。訓練生の中には，寸法記
入も安易にできるものと思い寸法を入れてしまうも
のだが，寸法を入れさせることはしない。投影法訓
練と寸法入れとは作業分解し，正しい投影法のイ
メージを迅速に描くことだけに専念させる。トレー
スの訓練は多くは行わない。複雑な形状のトレース
を行っても絵を写すのみであり，製図通則が記憶に
残りにくい。できる限り多くの簡単な形状の立体を
実際に考え，そして手を動かし，2次元図面にする。
これより図面を描くことに必要な立体形状認識能力
と投影法の表現力を身に付けていく。

2.2　No.2【寸法入れ】
製図訓練において，私はこの寸法入れ訓練を最も

重要視している。寸法入れとは，設計者の意図を次
工程に伝えるべき手段である。寸法入れができると
いうことが，図面を描くことができるといっても良
い。

寸法入れは，まさにJISによる「形式知」と，設
計意図を伝えるべくある「暗黙知」の技能である。
JIS Z8317-1，JIS B0001には寸法記入に関するルー
ルが述べられている。機械部品には多くの形状形態
があり，それに合わせたおのおのの決め事がある。
そして寸法入れには多くの暗黙のルールもある。本
当に寸法を入れることができるとは，文章も使わず
組立図からの機能，加工基準，関連寸法等を，寸法
を入れる場所だけで読み手に設計意図を伝えること
である。また，少しでも読み手が誤ることがなく，
読み取る時間を短縮させる工夫もする。それら全て

それは間違っている。「図面を描くことができる」
とは，設計意図を伝える技能を習得するということ
である。

では，なぜ図面を描けないのか。それは図面の
役目から図面を描くことには「形式知」の知識と

「暗黙知」による技能習得が必要になるためである。
「形式知」とはJISの機械製図通則により示される知
識である。また，図面を描くには機械加工の知識・
材料の知識・力学的知識等多くを学び理解しなけれ
ばならない。しかし，これらに係る教科書の全てを
丸暗記しても図面を描くことはできず，図面に係る
技能の習得が不可欠になる。図面に係る技能，これ
が「暗黙知」である。図形の表現の方法，設計情報
伝達能力に係る技能である。図面には，ほとんど文
字情報は無い。図面に描かれた図形状の表現や寸法
の入り方等から，読み手へ正しい情報，つまり設計
意図を正確に伝えなければならない。そのために，
図面を描く者はその技能を身に付ける必要がある。
これは，設計現場で上司や先輩からOJTの手法で学
んでいくものであり，ゆえに製図指導の難しさが生
じる。知識の「形式知」とマニュアル化ができない
技能の「暗黙知」が「図面を描くことができる」に
なる。これが図面力であるといえる。

以後に愛知障害者校の8月までの「図面を描くこ
とができる」とする訓練カリキュラムを示してい
く。

2.1　No.1【投影法】
JIS B0001「機械製図」にある投影法を理解し，

図面を描く表現方法を習得する。製図技能習得の第
一歩は，第三角法の理解にある。訓練生の多くは，

表1　製図実習カリキュラム
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きている。初めは寸法入れのアルゴリズムが理解で
きない訓練生も教材を参考にすることで，非常に短
時間で理解を示すようになる。プリミティブな要素
分けによる寸法入れ教材は，非常に効果的であった

が技能であり，図面を描く者の腕の見せ所になって
くる。技能と技術の違いについて語るとき，技術は
マニュアル化ができ，技能はマニュアル化ができな
い能力と言われる。寸法入れは，まさにマニュアル
化のできない技能である。図面力の無い設計者は何
の思想も無く寸法を入れ，「入っていれば良い」と
してしまう。そしてそれで良いものとしてしまうこ
ともある。また寸法入れの技能は，形や数値となっ
て評価できるものではない。一定の技能のある者が
図面を見て理解できる主観的技能である。それがゆ
えに，製図に係る技能が評価されにくくなってしま
う要因となる。

図面の寸法入れには，多くの「形式知」と「暗
黙知」がある。「形式知」はJISを理解すれば良いも
のの，「暗黙知」はそうではない。図面を描く者は，
読み手が迅速に正確にイメージを理解できるように
深く思考する。3次元CADはモデリングを投影する
ことにより，正確な形状の投影図を描くことができ
るものの，設計意図を伝える寸法入れまではできな
い。寸法入れは人が行うものである。そこに図面を
描く者の技能が必要になる。寸法入れ訓練は，投影
法の訓練で描いた簡単形状に寸法を入れ，部品図と
することから始める。

寸法入れにはマニュアル，つまり手順書がない。
仕事の教え方の基本の「やってみせる，やらせてみ
せる」という技能であり，そのため訓練生には大変
理解しにくいものになる。投影法で訓練した簡単形
状とは，基礎的形状である。どのような複雑な形状
も，基礎的形状の集合体である。寸法入れの「暗黙
知」は，基礎的形状からのパターン化があれば，訓
練生は理解しやすい。そこで形状をいくつかのプリ
ミティブな要素に分け，それに寸法を表した教材を
訓練生に与えることとした（図1）。図2に訓練生が
実際に描いたものを示す。教科書等で寸法記入法に
ついて学んだ知識だけでは，図2（a）のように，た
だやみくもに寸法を入れるだけになってしまう。し
かし教材を示し，「形状は図2（b）のように①②③
⑨の基礎的形状から成り立つので，それを元に寸法
を入れるように」と指導をすると，図2（c）のよう
に暗黙知が一定水準守られた寸法を入れることがで

図1　教材「基本形状の寸法入れ」

図2　教材利用による指導効果
（c）指導後の寸法入れ

（b）教材による指導

（a）教材なしで描いた場合
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ない。何より寸法入れは，経験の蓄積により習得す
る技能である。企業で上司先輩が行うように，赤ペ
ンを図面に入れながら根気よく丁寧に指導をしてい
くしか手段がない。訓練生には，「私のクセを体で
覚えなさい」と常に言っている。この手法には，指
導者が設計製図に対する技能，特に寸法入れに対す
る技能を持っていなければならず，指導者の技能や
経験に影響され，主観に左右されやすい。そして何
より技能であるがゆえに，マニュアル化ができない
という問題点が挙げられる。しかしながら，設計意
図を伝える図面を描くためにも，寸法入れは必ず習
得しなければならない大切な技能の一つである。

2.3　No.3【部品図作成】
寸法入れを理解できるようになった後に，部品図

作成訓練に移行する。計画図から部品図を作成する
ことを，企業の設計現場では “バラシ” と呼ぶ。歯
車・バネ等は，要目表から計算により部品図を描く
こともあろうが，ほとんどの機械部品は計画図から
のバラシによるものである。バラシは，部品図を組
立て描く組立図作成作業の反対工程になる。そのた
め，バラシを行う前準備として，単純な形状部品数
点で構成される組立図を描くことにより，図面の中
で部品を組立てる感覚を理解させる。そして，その
後にバラシの課題に入る。今までの訓練で，A4用
紙の小部品しか描いていなかったものが急に複雑な
組立図を見ると戸惑ってしまうものである。そのた
めに，まずは技能検定2級水準の解答図面のトレー
スを行い，その部品形状を理解させる。次に図面の
組立図，つまり課題図（印刷物）を与え，機械を構
成する部品毎に色鉛筆で色分けし，部品形状を理解
させる。この時に部品の色分けをするだけでなく，
組立図に示される機械の機構・部品毎の役割を訓練
生に説明し，設計的思考の醸成を図ることが大切で
ある。設計者としての思考を持つことが，部品図作
成時の仕上がりに大きく反映されてくる。これは，
企業で設計者が設計補助者に，計画図からの部品図
作成依頼を行いながら，設計補助者を設計者として
育成していく実際の手法と同じである。このような
方法でバラシを数枚行った後，技能検定3級水準の

と言える。今後検証を重ね形状を更に細分化し，今
まで表すことができなかった寸法入れの技能のマ
ニュアル化に努めたい。

寸法入れ訓練には簡単形状のブロックをスケッチ
し，図面化する作業も行う。図3のようなナイロン
材料のブロックを34個製作し，訓練に用いるように
した。訓練生は，この教材をノギスとスケールで測
り，部品図にする。教科書等に見られる立体図を2
次元図面にする課題は，立体図の向きから主投影図
を訓練生は定めてしまう。また寸法記入法とする課
題があったとしても，立体図で描かれた課題には既
に寸法が記されており，訓練生は課題図のとおり寸
法記入法を理解せずに同じ位置に記してしまう。ブ
ロックのスケッチ訓練では，単純形状のブロックを
手に取り測り，それを図面にする。どこを主投影図
にするべきか，断面にするべきか，どこを省略して
表現し寸法を入れるべきか，訓練生は大いに悩む。
いきなりA2用紙に描く複雑形状の部品に寸法を入
れさせたとしても，訓練生には理解が難しいもので
ある。簡単形状のブロックをスケッチする訓練は，
作図能力向上に大変効果がある。

寸法入れに対する指導は，指導員が訓練生の描い
た図面がJISに準拠する描き方であるか，JISに準拠
するが定例としない描き方ではないか，読み手に分
かりやすい表現であるか等，まさにOJT的手法によ
る個別指導を繰り返さなければならない。より多く
の単純形状の寸法入れを経験させることにより，設
計意図である機能，加工方法，組み付け方法，測定
方法等の論理性があることを理解させなければなら

図3　ブロック課題
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Aの参加検討を始めた。ものづくり競技大会の参加
要領に職業能力開発施設の者とあるものの，障害者
職業能力開発施設が募集要件に適用されるかを確認
しなければならない。中央職業能力開発協会へ問合
せを行い，後日参加応募要件に該当すると連絡をい
ただいた。訓練生Aは，一般の工業高校の機械科を
卒業し，愛知障害者校のCAD設計科に入校してき
た。彼には，てんかんの障害があったが訓練上に特
に障害としての配慮は必要がなく，大会出場につい
ても支障がないと判断し，若年者ものづくり競技大
会へ向けた訓練を進めた。

平成29年度は，感音性難聴による聴覚障害のある
2名（B・C）の参加検討を始めた。訓練生Bは人口
内耳によりある程度の聞き取りと会話ができる。訓
練生Cは補聴器により音は聞こえるものの聞き取り
と会話はできず，コミュニケーションには手話又は
筆談が必要となる。彼らは高校まで聾学校で学び卒
業した聾唖者である。大会に参加するに当たり愛知
県職業能力開発協会を通じ，主催者である中央職業
能力開発協会へ聴覚障害者の大会参加の意向を伝
え，私から「情報の保障」のための提案を行った。
私は愛知障害者校で訓練生から手話を学び，手話を
使い訓練を進められるようになっている。中央職業
能力開発協会の担当者と，聴覚障害の状況や，配慮
方法について協議を進めた。競技前日（1日目）は，
関係者が補助しても良いとあるため，引率者である
私が手話通訳を行う。競技当日（2日目）は，競技
中に引率者である私が手話通訳を行うことは，声が
なく競技者へ指示を与えることが可能となり，競技
の公平性や不正を疑われる可能性もあるとし，大会
主催者が手話通訳者を派遣依頼することの承諾を得
た。中央職業能力開発協会が初めて手話通訳を派遣
するにあたり私から担当者に，派遣依頼先の情報
や，手話通訳者の人数や拘束時間等のアドバイスを
行った。

3.3　若年者ものづくり競技大会へ向けて
同大会は，過去問題が中央職業能力開発協会HP

に掲載されている。課題は毎年難易度を上げ，競
技レベルを技能検定2級と想定している。訓練生

課題を実施する。初めは時間がかかるものの，訓練
生は技能検定3級，そして2級水準の部品図作図能力
を手書き製図により身に付けていく。この “バラシ”
作業が，若年者ものづくり競技大会の競技課題とな
る。

3．若年者ものづくり競技大会への挑戦

3.1　機械製図（CAD）職種の概要
今回，我々が目標とした競技，機械製図（CAD）

職種について示す。若年者ものづくり競技大会は毎
年8月に開催され，機械製図（CAD）職種には30人
程の若者が参加し技能を競い合う。機械製図（CAD）
職種の競技課題は競技当日に公開され，競技開始と
ともにA3用紙に描かれた機械の組立図が配付され
る。競技者は，その中の指定された部品を持参した
CADソフトによりJISの製図規格に準拠する部品図
を作成，“バラシ” を行い，図面データを紙で出力
するとともに電子データを提出する。CADの操作
技術だけではなく，機械製図に係る図面力を競うも
のである。参加者は年々増加し，参加募集予定数を
上回る競技職種になっている。参加校の多くは，職
業能力開発大学校や技術短期大学校であり，他の職
種と比べ高校からの参加が少ない。毎年入賞する校
もあり，校指導者の指導技法の高さがうかがえる。

機械製図（CAD）職種の大会は，2日間にわたる。
競技前日（1日目）は受付，開会式，座席抽選，持
参したパソコン類の設置，出力確認を行う。出力確
認は，各選手が持参したサンプル図面によるプロッ
タの印刷設定を行い，関係者が補助しても良いと競
技課題概要に記されている。競技当日（2日目）は，
競技課題の説明後に，9時から12時50分までの競技
に入る。そして昼食後，解答図の印刷出力となる。

3.2　障害のある訓練生の競技大会への挑戦
平成28年度から，愛知障害者校から障害のある訓

練生の挑戦が始まった。全国の障害者職業能力開発
施設からは初めての参加希望となり，全競技職種を
通じても過去に参加実績はない。平成28年度，てん
かんの障害（精神保健福祉手帳3級）のある訓練生
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合を修正，また独自のキーカスタマイズを行うなど
CAD操作性の向上を図っていく。その後，図面か
ら寸法情報を一切削除した投影図のみの課題図（図
5）から3Dモデルと2次元図を描き，それに寸法・
表面性状の記入を行い部品図として完成する作業を
行う。競技大会においても課題図は，第三角法で描
かれた組立図を印刷物で与えられ，それに基づいて
指示された部品図を作図する。課題図には，ほと
んどの寸法は記入されておらず，図を三角スケー
ルで測定しなければならない。いわゆる「測り取
り」と言われる作業であり，これは大変に慣れが必
要になってくる。この図形形状だけの図面トレース
は，競技の作業時間の短縮につながるとともに，寸
法入れ訓練にも効果が認められる。寸法が正しく入
らなければ表面性状も記入ができず，上位入賞がで
きない。訓練生はA2用紙のトレース作図時間3時間
半を目指し，7月初旬には，ほぼ目標時間を達成す
るCAD操作技能を身に付けることができるように
なった。

7月に入り，技能検定2級水準の模擬問題を実施し
始めた。日々の訓練で図面力も向上し，バラシがで
きるようになってきた。課題を1枚作図するごとに，
訓練生の前で図面を確認する検図を行った。訓練生
の前で検図を行うことは，訓練生本人にとって大変
に辛いものである。しかし，本人の前で検図するか
らこそ，作図能力と本人の検図能力の向上を図るこ
とができる。まさに企業で上司が部下へ行うOJTの
実践である。100点の図面を描くことは極めて難し
い。図面を描く者は必ず自分の図面に思い込みがあ
り，見落としてしまうからである。いかに客観的に

は，日々の訓練の中で，図面力を高めていく。1日
の訓練終了後に，毎日CAD操作訓練を，1時間程追
指導を行った。CADソフトは2次元CAD AutoCAD　
Mechanical，3次元CAD Inventorを使用した。5月の
目標は，3次元CADの操作技法，その後2次元CAD
の操作技法の向上を目指した。

CADは設計者のためのソフトであり，製図の知
識のある設計者ならば短期間で習得が可能である。
しかしCADは，複雑なマウス操作とコマンド操作
が組み合わさる。視覚だけが情報の取得となる聴覚
障害者は，指導者が行っているマウス操作と画面上
のコマンド操作を同時に確認することができない。
手話と筆談で指導を行うと共に，本当に訓練生がコ
マンド操作を理解しているかを常に確認しながら進
めていく。聴覚障害者は，「理解できましたか？」
と確認すると，理解が浅くても「わかりました」と
うなずくことがある。確実に情報が伝達できたか常
に復唱，確認をしながら進めて行く。誤った理解で
あった時は，指導者の連絡手段が未熟であるとしな
ければならない。まさに職業訓練の基本，仕事の教
え方の基本とも言える「やってみせる，やらせてみ
せる」である。また，指導では早いマウス操作は決
して行わず，図4のようにマウスポインターを変更
するなどの工夫をして進めた。Ctrlキーを押すとポ
インター位置を表す機能は大変に有効であった。

CAD操作の基本を習得したのちに，訓練生自らに
競技大会用のJISに準拠するAutoCAD Mechanical
とInventorのテンプレートを作成させた。JIS規格
の知識を深めるとともに鋳造品機械加工図面の3D
モデルとトレースを行いながらテンプレートの不具

図4　マウスポインターの設定画面 図5　大会用トレース課題
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い「他の選手に負けないように頑張ります」と皆に
堂々と伝えた。手話は「彼の言葉である」と改めて
思うとともに，障害に負けない強い気持ちを持って
いることを確信した。競技当日（2日目），競技説明
前に手話通訳者と手話表現のすり合わせを行った。
手話は言語であるが，専門用語の表現が少ない。私
が訓練で表現する手話の単語を伝えた。そして手話
通訳により競技説明が行われ競技が開始，彼らは競
技終了時間までに図面を書き終えることができた。

競技見学中，多くの企業や学校・職業能力開発
の関係者と，障害者の訓練指導について話をする機
会があった。聾学校教員からは「今後は障害者の中
で留まる考えを持つのではなく，健常者の世界で競
い合う環境を作りたい」と話があった。技術短期大
学校職員からは「過去に下肢障害者の入校はあった
が，今後は聾唖者の入校もあるかもしれない。聾唖
者への訓練のノウハウ，ポイントを教えてほしい」
と質問があった。「我々の愛知障害者校は，精神障
害者，上肢・下肢身体障害者，聴覚障害者と全ての
障害者の受け入れを行っている。障害のある訓練生
の対応については，障害から『できない』と閉ざす
のではなく，他の手段方法で可能になることを考え
る。聾唖者であれば，指導者が伝える手段を工夫す
れば健聴者と共に訓練ができます」と答え，今後も
障害者の訓練について情報交換する約束を交わし
た。障害のある訓練生の大会出場は，多くの方々に
影響を与え，意識の変化を与えているようだった。

3.5　若年者ものづくり競技大会を終えて
競技終了と同時に，張り詰めた緊張感から開放

されるように会場で競技者へ拍手が起きる。今まで
の競技者の努力と素晴らしい技能に対する拍手であ
る。平成28年度，訓練生Aは入賞を果たすことがで
きなかった。訓練生Aは，競技後に「大会を通じ努
力することの大切さを覚えた。もっと努力すればよ
かった」と語った。愛知障害者校から参加すること
について「障害者，健常者をまったく意識しなかっ
た。ただ入賞をしたかった」とも話していた。現在
訓練生Aは，製造会社の工機部でCAD業務に携わっ
ている。入賞という結果は残すことはできなかった

図面をチェックできるかが入賞の条件になる。訓
練生には「実際の企業現場での図面は常に100点満
点でなければならない。1つでも寸法が入っていな
ければ，物を作ることができない。次工程に迷惑を
かける。誤った線の1本を入れることで，会社に大
損害を与えることもある。設計現場で図面を描く場
合，100点は当然である。それを目指せ」と強く指
導した。7月当初は，形状の読み間違い寸法漏れ等，
多くの問題はあったものの，訓練により図面力が向
上，7月末にはJISに準拠するほぼ誤りのない図面を
描くことができるようになってきた。

聴覚障害は情報の障害とも言われ，『ハンデキャッ
プは一次的ハンデキャップ「聞こえないこと」，二
次的ハンデキャップ「話すこと，読み書きにおける
不利」，三次的ハンデキャップ「コミュニケーショ
ンは閉ざされていることにより情報不足・偏りによ
る対人関係，心理的問題などがおきる」』2）と言われ
ている。また，専門性の高い読み方や，漢字の正し
い読み方を知らないことがある。大会課題は部品図
作成に係る指示事項がある。聴覚に障害がある訓練
生Bの口癖は「漢字が苦手，文章が苦手」であった。
解答図は指示事項に従って，そのとおりの図面を描
かなければならない。訓練生Bは形状を読み取る能
力は極めて高いものの，指示事項を読み誤ってしま
う傾向があった。そこで，指示事項を図示するよう
に指示した結果，誤りが急激に減少した。

3.4　若年者ものづくり競技大会にて
平成29年度，大会前に新聞社3社から取材を受け，

障害のある訓練生の挑戦が大きく記事に取り上げら
れた。

競技前日（1日目）は，受付，開会式，座席抽選，
持参したパソコン類の設置，出力確認を行う。平成
29年度，座席は本来ならば抽選であるものの，競技
委員の説明が届くよう席を指定していただく御配慮
をいただいた。開会式では競技選手が一言ずつ名前
と抱負を述べる。訓練生Bは発語が可能であったが，
訓練生Cには難しい事柄になる。聾唖者の中には自
らの発音に消極的か否定的な感情を持っている者
が少なくない。しかし，訓練生Cは発語と手話を使
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さ，障害に負けない気持ちなど数えきれないくらい
の事柄を彼らは学んだ。大会出場は，大きな成果と
成長があったといえる。

4．おわりに

リオオリンピックの卓球女子ダブルスの中継で，
福原愛選手と対戦しているポーランドの女子選手に
驚きと感動を覚えた。彼女の名はナタリア・パル
ティカと言い，隻腕で生まれつき右ひじから先が無
いハンディがあった。彼女はパラリンピックには5
度出場しているだけなく，オリンピックにも，北
京，ロンドン，リオでポーランド代表として活躍し
ていた。彼女は「障害なんてなんとも思わない，み
んなと同じ選手」と話している3）。オリンピックと
パラリンピックの二つの大会に挑むアスリートは多
い。我々技能の世界も同じではないだろうか。若年
者ものづくり競技大会で優秀な成績を収めた者の中
には，技能五輪へ進む者もいる。若年者ものづくり
競技大会で優秀な成績を収めた障害者は，全国障害
者技能競技大会や技能五輪へ進んでも良いのであ
る。そう目標とすることが，健常者と障害者と分け
る隔たりをなくすことになる。このことは，障害の
ある者に大きな刺激と希望を与えるに違いない。平
成29年度の若年者ものづくり競技大会で入賞した
訓練生Bは，平成30年度に沖縄で開催された第38回
全国障害者技能競技大会（アビリンピック）機械
CAD種目で金賞の栄誉を収め，そして次年度の技
能五輪を目指している。今後も，障害のある訓練生
を若年者ものづくり競技大会へ，障害者技能競技大
会へ，技能五輪へ導いていきたい。
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ものの，彼のこれからの職業人としての人生に大き
な役割を果たすことができた。

そして平成29年度，訓練生Bが全国の障害者職業
能力開発施設から初めて敢闘賞に輝いた。障害のあ
る訓練生としてだけではなく，僅か3か月余りの短
期間の訓練での入賞は，まさに快挙である。この入
賞は，障害のある人もない人も公平に評価された意
義のあるものである。訓練生Cも，結果は残す事は
できなかったものの十分に健闘した。

聴覚に障害のある訓練生B・Cの競技終了後のア
ンケート結果の一部を記す。

大会参加を勧める中で，私は彼らに「大会出場す
ることで，今まで見たことの無い世界を経験するこ
とができる」と話をした。大会を通じ，技能の大切

表2　平成29年度訓練生B・Cのアンケート結果




